
土質・ガス調査（汐見沖地区）について

Bc 埋立土・粘性土層
軟弱なシルト層および粘土が主体。不規則に細～中砂を挟み，径20
～30mmの礫層を互層状に混入する。所々貝殻片を混入する。

Bs 埋立土・砂質土層
粗砂を主体とし，上部は改良固化材を混入する。全体に不規則にシ
ルト分を混入し，所々レンガ・コンクリート片を点在する。

Bg 埋立土・礫質土層
径2～50mmの形状が不均質な礫を主体し，マトリックスは粗砂からな
る。上部は改良固化材を混入する。観測孔F，G地点のGL-13.00m付近
は護岸構造物の可能性有。水気は多い。

Ac 沖積粘性土層
軟弱で均質な粘土を主体とする。上部は黒灰の細砂を含むシルトが
混入する。全体に貝殻片を少量混入する。

As 沖積砂質土層 細砂が主体となり，全体に粘土を混入する。水気は多い。

洪
積
層

Dsg 洪積礫質土層
径2～30mmの亜角～亜円礫を主体とし，マトリックスは粗砂からな
る。全体に粘土分を混入するが上部は特に割合が多い。所々貝殻片
を混入する。水気は多い。
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汐見沖地区（工業用地）調査孔位置図
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